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2室内空間のイメージにおける木材の果たすt:m党的効果を明らかにするため，袋内写真48枚を用
いてアンケート翻怒し検討-した。一般に，木材の多く存在する空間は「などんだ」イメージがあ

るといわれているが，木材紫、が大きければ大きいほど「などむj といった単純な関係はなく(相

関係数0.29)， また.1"あたたかいJイメージと木材本の関係も問機である(相関係数O.32) 0 む
しろこれらのイメージは，木材のもつ色相と関係が深く，特q乙木材の平均的な~相である 2.5

YR!乙近いほど「あたたかいJ(相関部数O.60). 1"などんだJ(同0.54)イメージを与えることが
明らかとなった。「明るいイメ…ジ」と袋内の(平均〉明捜とは0.54の朝関があり， また， 明!支

は「設尽な」と-0.42の相摘がある。木材率と「窓際な」イメージとはO.39の相関があり，明度

に加えて木材が「笠原なjイメージ!C関与していることが挽察され，木材率と明度の両者と，

Jとの設相関係数は0.48であった。一方，コンクリート打放し腔商の存在は.1"あたたかい」
「などんだJ1"感じのよいJ1"思・心地のよいJイメージを大きく抵下させる乙とが，これらのイメ
ージとコンクリート務との相関係数および儲相関係数より明らかとなった。また，布率は，色相

と問機「あたたかいJイメージ!C大きく寄与することも明らかとなった。

1.絡

木材の多く存在する訪問は「落ち殺いたJ1"などんだJ1"あたたかいJ~聞気を与えるとよく
われ，一部の木材関連業界の人速の矧では，木材の良さを強調・怯せんがために，全部木材と

いった議内空間会モデル・ノレームとして作りがちである。しかし，本当に木材・が多ければ多いほ

どよいのであろうか。一体どの貌度の木材が存配すればよいのだろうか。室内控i潤，特IC控空間

の写真を数多く収集し，アンケート調査を符い検討した。また問11告に，住空間のイメージに与え

る木材以外の悶子についても検討を行った。

2. 実験方法

2. 1 E:jIミ用ノfネjレのf'lo'l民

~~内訳1m. 特にf主恕 11りのま:1:伐を数多くの建築関j主~お:および住宅メーカーのカタログそm いて

収集した1)-1ヘこれらの話内写真のi:jJからまず80枚をm!び， これを構図，大きさおよび紙釘を
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Table 1 Sources of the photos 
空手災の出j丸

lコholo
No. Tytle o[ photo品ndits literature No. cited. 

1 相場底I~ ・設計/アイパリどングコーポレーション， P.15③ 9) 
2 インテりアカー FNo. 163 子供'奈・ 03(洋風幻マン).2)
3 設計/東学光(東若者城建築研究所)， P.62.5) 
4 インテワアカード No.223 応援議02(和j主¥)3)
5 建都底11:設計/フロンブィルホームズ， P必 5)
6 弓均IJ廷11:設計/氏JJjt求，1'.11② 9)
7 “滋

) 8 No. 107 カラ一チよぷ丸ツクカ一 iトド、~No. 5.ス2幻
9 インテリアカード No目86 子供案(i1o風ロマン01).1) 
10 “版" P.92.4) 
11 インテリアカード No.235 食堂01(洋風ロマン).3) 
12 住吉の災!駁(五反応:11)・設計/安燦忠敏・;従王宮、雅樹， P.130.7) 
13 P.47⑥ 11) 
14 P. 31 (j).10) 
15 fJi脅f~官新御殿の納戸， P. 127.8) 
16 インテザアカード No.27 );I5後室(洋j誠クラシック01).1) 
17 秋総のアト 1)広(…/瀬涯11):設計/中村好文，木村flIJ米(レミングハウス)， P.51.6) 
18 “滋("， p.nn 
19 火森111支の家・設計/木村誠之助・木村淑感・JlIEI3胤(水村総之助総合計1道jliJl務所)，
P. 122.6) 

20 P.98.10) 
21 インテリアカード NO.55 胞i例(現代洋風自然¥02).1)
22 返事IJ邸:設計/附本 i場 CI締本級建築研究所).P.33.5) 
23 秋穂のアトリエ(一ノ瀬底11):設計/1:11村好文.*村口1]火(レミングハウス)， P. 54.6) 
24 インテリアカード No.40 応後滋(和総02).1)

) 25 インテザアカード No.5日l 約総i俗間J(羽代j洋竿I風試モ夕ダやンOω2).1リ
2羽6 “使
27 Pコ.32，1ω0)
28 “隠"， I入176.4)
29 P.26① 14) 
30 インテリアカード No.29 応援~ (洋風クラシック01).1) 
31 No. 105 カラーチェックカー FNo.3.2)
32 P. 108 ~ 109 12) 
33 設計/梨学光(東環境建築研究)， P. ()3.5) 
34 “敵" P.263.4) 
35 滋代永邸:設設/勝回総一 (G八設計)， P.1関心
36 インテワアカード No.48 J沼間(現代洋風モダン02).1)
37 勾@!!:II:設計・/フォンテ， P“3].5) 
38 インテリアカード No. 165 子供議・ 03(現代洋風モダン).2)
39 P.47.13) 
10 関底11:設計/古制 lilf介(古開設計滋)，1'.49.5)
111 浜邸， 1'. 15.8) 
1¥2 P.6③ 14) 
13 パストラール(マンション)・設計/山上建築設計'AJi務iYf， P.13.9) 
41 デビー・ドノパンi郊(アメリカ). P.87.5) 
45 )く減の家:li出1/正;j須賀此 P.1.'30，6) 
tjG インテワアカード No. [18 応機密・ 02(洋服クラシック).2)
，17 インテザアカード No岨90 子供三子(現代y，y，)ill¥モダン02).1)
48 戊， P. 16G ~ 167.4) 
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統一するため， カラー写真に扱りプリントした。 このカラ…を，和j孔・洋風，木材率，構

成材料，デザイン，をL彩， m途など弱々の点から特にj十得りがないよう考慮して，最終的に48枚
(Table 1) (Fig.3) 

どを 5mm の ~'I~J付きスチロー Jレパネノレに貼付

は8.2cm x 11. 7 cmで，こ

ネJレとした。

2. 2 木材率および色彩の測定

本研究では，ゑ示舟写真の床・天井家凡なと、木材のっているお~分の写真上の国秘を写

真全部ので除した紡を木材率とした。器包ペイント史民主主のため水科Bでない部分は，木材本

には合めていない。これをljilζ，木材率もしくは木材本(1)とJl予ぷ。これに対して，前述の13色
部分やノマーティクノレボードなどの水質材料をも合んだものを水材本(日)とした。これらの水材本

のdlU定は，時像処湾li技法 Luzexn D (ニレコ製， 640x 512間選りを月]い，マウス[とて木材部分を
焔次開ってゆき，閉まれた数の総計後求め，ぞれと写真全jffiの同月議数との比より求めた。 I百

;tJf< tこ，打放しコンク 1)ートのえる割合をコンク 1)-ト本とした。

パネノレの色彩的特徴の数段化訟としては，若手ノfネノレ内に溜々の色彩が俗在し，それをそのパネ

ノレの色彩的4'!i'散として数ヒするには後純過ぎて未だ多くの協燃があるため，ここでは公開の平

均的色彩を用いることとした。平均的色彩の測定は，色彩急法 Z-lOOIDP(臼

を用いて， 測定筏3cmIこで，の全国(r)自当ずる 12(3 x 4) 1弘l所を測定し， その皮

XYZ 備を平均してX，y， Zを求め， それを用いて CIE(間際照明委員会)の表色系 L場a*b* 

および?ンセノレ退色系(三引ぷ性による色の表示方法 JISZ 8721)のHVC舶を求めた。

2. 3 アンケート

2.1で作製した48枚のヰJ1J;を用いて， 予めj怨ん

りにくいあるいは波数の~~I沫にとれ いて， Table 2 (ζ示す10

のイメージ を実~tHζ アンケート lζm いる主主躍とした。また，この10のイメージそれぞれに

Table 2 Words of psychological images used for the quoslionnairo 
and tho photo日 fortho comparison on日achword. 
アンケートにmいたイメージの議議と各々の筏楽における対照勾災務守
Psychological Images 

(in order o[ questionnaire form) 

あたたかい CAtatakai) 
(Juukouna) 

j議じのよい (Kanjinoyoi) 
務ち務きのある COchitsukinoaru) 
JJ:1心t也がよい CIgokochigayoi) 
滋務な (Goukana)
なごんだ (Nagonda)

IVlるいイメージ (Akaruiimag台)
上品な (Jouhinna) 
fiみたいのumitai)

A働sido B前sido
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おたたかい (Atatakai): warm.ヨ11与な (Juukouna):h悶 vyand thick. 
!ぷじのよい CKanjinoyoi): agrccab!e. 富ち ~'!r さのある (Ochitsukino aru) : calm. 
目立心地がよい(Jgol∞chigayoD : comfortable.必然な (Goukana):gorgcous. 
なごんだ (Nagondn):pCflcc1'ul flnd relaxcd. Iljj るいイメージ (Akaruiimagc)・light.
t.!'i:f1]な (Jouhinna)・elegantli.主みたい (Sumitai): want to livc. 
八-sid，'and s砂sidcindicate the po別tion01' thc pγescn ta tlOn coγruspond lo八日ndB of 
thc questionnnire fot-ms CHef.制、 toFig. 1 ). 
A. 1れまγンケート!日紙の八，日iこ文、.Jle.、する怒ぷ{立法tを泌す(ドig.1参J!iu。
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4 

5 刊一一'-.-----1一一品一一」ぷ

7 ー何一一ん…一一ムー…_.
e 四一2 1 L->---J 

*:t.米神:* *;市水割依水水木功iコ'''''"涼米京湾::;:，本木功"依功t坤t
10 酌何時叩品叩畑山一Lω..........--I

11 均一_.-一色一一i白----'
12 即時」ー」一一J

Fig. 1 An example of the questionnaire form. 
アンケート用紙例

対し，そのイメージが非常に強い写真から 1枚，

非常に~j~ い写真から 1 枚を選び出し，これらを

それぞれの設定写真A，Bとした。それぞれの

に対し，用いた設定海路A，B 

をすable2に示す。 アンケート蹄資は明度5

のグレーペーパー(5mm スチローノレパネルR占，

50. 5 cm x 61 cm)を机上に置き， その上のお

おに，若手話葉イ立に瓦A，Bを設定し，中央に

となる絞り46枚の'IfJ.哀を1枚ずつj相次

る。この1*央のヰ瓦のイメージがアンケ
ートm*よれこ笹iJかれた設業に!婚して， A， Bの忽
と比絞して相対的にど ζ に位践するかを，

Fig.1 に示すm~Jl:の線上 CA ， Bの外側も合むイ壬;訟の位i琵)1こチェックしてもらう。イメージ
る停に，設定写真A，Bを Table2 (こ訴す培災対に取り替える。 被験者崎の臼から

までのm孤立は約40cmであるが，必裂に!おじて訪を近づけて細部を凡でもよいことと
した。設内照明は自然光と天井の蛍光灯を併用し，ブライン Fの間協によりグレー・ペーパー

(N 5 )の明るさが鉱山計の LightValue依で9となるように制捕した。被験者'は京都大学およ

び京都女子大学の学生46i;(男子23名，女子23名)である。

アンケート結果の張計は Aを十2点， Bを-2点としてチェック位控奇数値化した。集計に
はパーソナJレ・コンピュータ (NECl民PC9800Vm)に接続されたディジタイザ(オスコン子製グ

ラディメイト U4-30)をmい， アンケート用紙の4基準点をポインタ・ぺンで入力後，各誕の
評定チェック位践を順次入力して数値イじした。 ζのデ一タをもとlにζ3平rドz.蝿均f符得3尋r-}，点怠およひ
め，さらにこれを用いて各埠誌のイメージ得点を標準化(平均 0，機準偏泣1)した。

3. 結果および考察

様様化したアンケート結果をイメージ侍のランキング!般に Table3 !C示す。 Fig.2Iとアンケ

ートにj若いた写真48枚をわ滋じのよいjJ唄IC5Iベ，訴した。また，木材等の面積率および彩色と

各イメージとの相関係数を Table4に示す。

木材率(I)と「滋j翠なj，rあたたかいj，r上品なj，r感じのよいj，rなどんだJとは危険率
5%以内で.iEの相関があると言えるが，水材率(n)は「あたたかい」を除いて相対的に木材本

(I)より相関係数が低い。従って，以下では単に木材率と議いた場合は木材率(I)を表す。

3. 1 rあたたかい」
木材率と「あたたかいj とのi矧系を Fig.3Iこ示す。木材率の地加とともに「あたたかいjイ

メージの下!制改の上昇が紹められる。上限11[(は木材率43%砲IJEまでは増加するが，それ以上にお

いてはむしろ下がっている。木材率が70"'-'80%と非;世に高い場合でも No.43，45のように 「あ

たたかさ」が中程度に溜まる場合もある。 No.43はコンクリート， NO.45は開け;故たれた空間

であり，いずれも「あたfこかさjを減少させる強い関子が存在するためである。見方を変えれば，

このような強いマイナス|浪子に対しでも，木材が多く存在すればかなりわ令たさJのイメージを
綬平IJずることができることを示していると言えよう。 Fig.4(こ色相と「あたfこかし、jとの関係を

/~す。の平均色相が 2.5 YR に近いほど「あたたかいJイメージを与える傾向が認められ，



Fig.2 48 photos used for the questionnaire-in order of“Kanjino yoi" or“agreeableぺ
アンケ…トに刻いた写真48枚一「感じのよいJイメージj演ctr.よから右へ， よから下へ
の般)
In order of upper left to right and then upper to bottom. 

289 



290 

Tabl邑 3 Ranking of the phoLos on each word of 

イメージ傍のランキングおよび各写奥の様準化

あたたかい 2宣 l!il な ![i;じのよい 務ち務きのある 庖心地がよい

Ranking Pl¥10.' Mark fコ'No. M，αrk PNo. Mark PNo. Mark PNo. Mark 

1 21 1.77 41 2.19 10 1.75 24 1.87 22 1.97 
2 9 1.50 26 1.76 16 1.61 4 1.84 10 1.70 
3 2 1.40 16 1.68 22 1.26 30 1.37 29 1.66 
4 30 1.38 1.35 4 1.25 28 1.34 16 1.28 
5 36 1.10 30 1.34 6 1.08 48 1.32 42 1.14 
6 16 0.98 11 1.29 40 1.04 10 1.30 30 1.13 
7 18 0.96 34 1.25 19 む.99 41 1.23 40 1.07 
8 25 0.95 46 1.20 42 0.95 16 1.21 17 0.83 
9 29 0.94 10 1.13 30 0.94 8 0.94 36 0.78 
10 34 0.88 23 0.73 31 0.85 42 。‘91 25 0.72 

11 13 0.78 8 0.70 24 0.83 15 0.90 31 0.69 
12 38 0.72 48 0.65 29 0.83 23 0.85 7 0.60 
13 42 0.72 24 0.61 48 0.75 25 0.82 8 0.60 
14 31 0.66 42 0.60 26 0.70 26 0.63 24 0.53 
15 44 0.64 28 0.54 7 0.68 46 0.63 6 0.52 
16 6 0.47 17 0.44 34 0.59 31 0.60 21 。‘49
17 10 0.45 3 0.41 17 0.50 34 0.51 48 0.47 
18 32 0.43 15 0.33 0.49 39 0.38 28 0.42 
19 4 0.38 25 0.30 13 0.47 40 0.32 4 0.33 
20 47 0.32 19 0.23 28 0.46 36 0.28 38 0.31 

21 0.31 36 0.16 25 0.44 17 0.20 19 。‘30
22 22 0.22 21 0.12 41 0.41 29 0.17 26 0.30 
23 28 0.20 4 0.08 36 0.41 11 0.10 23 0.29 
24 19 0.20 39 0.05 39 0.32 7 0.03 34 0.27 
25 40 0.19 7 0.03 8 0.26 21 -0.00 39 0.19 
26 17 0.14 6 0.03 14 0.14 6 -0.02 13 0.16 
27 20 0.11 40 -0.15 45 0.08 3 -0.10 18 0.10 
28 24 -0.09 43 -0.16 11 -0.01 19 -0.18 41 -0.00 
29 11 -0.19 45 -0.18 21 -0.02 45 -0.20 1 -0.06 
30 14 -0.20 13 -0.23 46 -0.18 43 -0.30 11 -0.08 

31 41 -0.22 33 -0.24 23 -0.22 1 -0.34 14 -0.08 

32 26 -0.23 12 -0.28 18 -0.23 22 -0.43 20 -0.12 
33 8 -0.34 18 -0.39 38 -0.23 18 -0.44 46 -0.15 
34 7 -0.42 14 -0.45 37 -0.54 14 -0.49 47 -0.41 
35 37 -0.54 31 -0.49 44 -0.72 38 -0.67 37 -0.60 

36 46 -0.60 5 -0.70 20 -0.77 12 -0.88 45 -0.65 

37 48 -0.61 44 -0.72 47 -1.02 33 -0.93 2 -0.68 

38 5 -0.65 37 -0.91 27 -1.06 20 -0.94 32 -0.82 

39 39 -0.72 29 -0.97 2 -1.09 13 -0.96 44 -0.83 

40 43 -0.78 38 -0.97 32 -1.13 5 -0.96 12 -1.08 

41 45 -0.80 47 -1.15 43 -1.18 47 -0.97 43 -1.16 
42 12 -1.01 32 -1.15 5 -1.23 37 -1.06 9 -1.18 
43 23 …1.03 27 -1.29 12 -1.27 27 -1.15 33 -1.21 
44 35 -1.36 22 -1.33 33 -1.27 35 -1‘42 5 -1.42 
45 15 -1.61 20 -1.70 15 -1.39 44 -1.49 15 -1.62 
46 27 -2.02 35 -1.75 35 -1.92 32 -1.51 27 -1.84 
47 33 -2.10 2 -1.91 9 -2.01 2 -1.78 35 -2.11 
48 3 -3.28 9 -2.08 3 -2.57 9 -2.55 3 -2.77 

'PNo.: Panel No. 



291 

psychological image and the standardized marks 
一……-Averageof 23 men and 23 women. 

得点……一到性23名および女性23::g;の平均

芸誌濯な なごんだ 1¥月るいイメージ wkI口l[J {主みたい

lモNo. MaI先 PNo Mαrk PNo. Mαrk PNo. lvfαcrh PNo. Mαrk 

26 2.20 21 1.98 22 1.94 10 l目72 29 1.77 
16 1.88 29 1.57 29 1.84 1.46 22 1.57 
1.79 16 1.37 40 1.70 26 1.45 10 1.54 

41 1.63 42 1.31 1.41 16 1.40 16 1.30 
10 1.33 30 1.28 9 1.29 48 1.28 12 1.25 
31 1.20 10 1.23 13 1.17 24 1.19 40 1.12 
30 1.13 36 1.10 31 1.12 28 1.11 26 0.95 
11 1.09 34 1.08 2 0.99 30 1.03 6 0.87 
16 0.96 18 0.97 8 0.93 。目98 31 0.81 
7 0.90 40 0.94 7 0.72 12 0.82 30 0.71 

13 0.90 25 0.73 42 0.66 39 0.81 34 0.67 
42 0.78 6 0.59 37 0.61 41 0.74 17 0.65 
40 0.70 24 0.54 18 0.54 7 0.67 19 0.61 
14 0.51 31 0.46 48 0.46 34 0.62 23 0.57 
24 0.48 22 0.45 36 0.3官 31 0.58 25 0.57 
36 0.43 2 0.41 32 0.37 40 0.51 24 0.56 
39 0.36 13 0.31 21 0.37 25 0.51 48 0.54 
44 0.29 8 0.28 10 0.36 17 0.42 36 0.51 
48 0.26 41 0.28 4 0.34 8 0.42 39 0.46 
21 0.25 4 0.25 38 0.26 13 0.38 21 0.39 

31 0.12 17 0.21 17 0.24 46 0.38 4 0.35 
17 0.10 48 0.16 44 0.23 22 0.37 13 0.33 
25 0.04 l百 0.14 27 0.18 36 0.37 7 0.31 
8 0.04 0.10 45 0.18 19 0.32 0.28 
19 0.01 9 0.06 20 0.10 6 0.31 41 0.25 
18 -0.02 46 0.04 14 0.06 11 0.27 8 0.22 
28 -0.05 28 -0.00 19 0.01 45 0.15 45 0.13 
22 -0.12 47 -0.06 28 0.00 29 0.13 28 0.12 
6 -0.21 11 …0.07 47 …0.02 21 -0.11 18 0.11 
29 -0.26 26 -0.09 25 …0.14 14 …0.15 46 0.08 

45 -0.36 14 -0.11 24 -0.19 18 …0.25 14 -0.01 
4 …0.56 38 -0.22 26 -0.23 23 -0.31 38 …0.21 
43 -0.65 44 -0.25 34 -0.25 37 -0.58 37 …0.31 
5 -0.71 20 …0.27 16 -0.37 38 -0.60 11 -0.40 
37 -0.71 7…0.33 39 …0.41 43 …0.65 20 -0.63 
27 -0.74 23 -0.44 30 …0.49 27 …0.66 47 -0.73 
33 ~0.74 15 -0.49 43 …0.79 20 …0.83 44 -0.82 
38 -0.76 32 -0.54 35 -0.80 15 -0.99 2 -0.93 
47 …む.81 39 -0.71 5 -0.86 12 -1.08 43 -0.94 
32 -0.84 12 …0.76 8 -0.95 44 -1.16 12 …0.97 

20 …0.99 5 -0βl 46 -1.03 47 -1.17 33 1.13 
12 --1.11 37 1.04 12 1省06 33 -1.31 27 1.24 
23 -1.24 33 …1.21 11 1.31 32 -1.47 32 1.44 
2 -1.39 43 -1.24 33 1.42 2 -1.59 ヨ 1.80 
9 -1.56 15 1.80 41 1.1¥2 35 1.69 5 -1.80 
35 1.71 35 2.29 23 1.8l 3 1.72 15 -1.94 
15 1.90 27 2.46 15 -2.H 5 -2.00 3 -2.12 
3 1.94 3 2.67 3…2.77 9 -2.07 35 -2.18 



292 

2 ." 2 ." 
i 1トゐ四 484:ザ
必 10" .判@持、.."
.(..}. 1..41 32.010 04 
;B .... t-~0 40『関戸 O"I

v 1." 20 ..11'.' ." 60. 80 叶 l~ ---11 88 .¥1 

<1l 1"' A 037 

うi l『BW W叩市
.w -1 I“." 
の
みJ

d 

". .' .30 

{ 

.， 
明，崎

"" .， "" @Y4? ゐ官

〉

.9 

@轟:。

." 
n
n
n
}
 

y
u
 

b
ふ

九

日

日

μ

6

2

@

g

-

岨

3

2

@

山

@

3

f
o全一
r
f
駅

"

d

同
一
寸
由
。
‘
即
F
w

r
ぃ
叩
加
す
J

鉱
" crr" .'ー

100 (も}
¥1ood 

ratio 

2
 
2
 4r
u
a
 

申

o
n
v

c

j

 

4
@
町

i

m
t一部

問
内

d

n

U

4

，
 

刊
の
ぷ
市
川
ω
旬
以

4

.' 
@悶

@時 035 ." 015 

-2縦割 2 露2

山 3 戸 3.' 
Fig. 3 Relation betwecn the wood ratio (1) 
and “Atatakai" or“warm". 
木材準(1 )と「あたたかい」の関係
Values of psychological images are 
standardizcd in al1 figures in this paper. 
Wood ratio: Wood ratio (1) in Tabl巴4.

Fig.4 Relation betwc芭nhue and "Atatakai" 

or “war町1".

色約と filうたたかい」の関係

相関係数はO.58である。なお， ~~，日とイメージの相関係数の計算は，色村3が路線でなく円となっ

ているため，通常の方法では行えない。ここでは「ある議幣忽相からの隔たり角度とイメージ

の相関係数〔絶対総)Jでもっておす。議船色;:日そjlJa次変化させて;!ll関係数が放火となる色相を求

める (ζの計約:方法の詳細は文献15)を参JI.託されたい)。木材本と色相 (2.5YR)とはO.64のキm関が

Table 4 Correlation bctwccn vision physical quantiti日sand psychological imag日日.
視党l抜j頚!殺とイメージの相関

Wood ¥Vood 'l'extile Concretc 
L・ C' v C H ratlo ra乞10 「白tlO ratlo 

(2.5YF¥) (1) (日)

あたたかい(Atatakai) -0.03 0.44 0.60 -0.03 0.41 0.58 0.32 0.32 0.14 -0.54 
なごんだ(Nagonda) -0.10 0.37 0.54 -0.10 0.35 0.52 0.29 0.26 0.20 -0.42 
総心地がよい(Igokochigayoi) 0.0:1 0.25 0.34 0.03 0.19 0.32 0.20 0.22 0.09 -0.44 
f主みたいωumitai) 0.01 0.20 0.30 。.01 0.14 0.28 0.26 0.25 0.04 -0.36 
j滋じのよい(Kanjinoyoi) 0.00 0.26 0.31 0.00 0.19 。.2.9 0.29 0.25 -0.05 -0.45 
とぬな(Jouhinna) -0.09 0.21 。.29…0.09 0.12 0.27 0.31 0.22 -0.15 -0.35 
浴ち綴きのある(Ochitsukinoaru) -0.28 0.23 0.20 -0.28 0.18 0.19 0.2:3 0.11 -0.14 -0.16 
指惨な(Juukouna) -0.42 0.12 0.30 -0.42 0.0骨 0.31 0.39 0.23 -0.12 --0.00 
務取な(Goukana) -0.10 0.05 0.2.9 -0.10 …0.00 0.28 0.24 。15 0.10 -0.31 
IUlるいイメージ(Akaruiimage) 0.50 0.11 0.14 0.50 0.06 0.13 0.03 0.10 。白09 -0.45 

し・， C': mctric lightness and mutric chroma in CIE L'a'b' color system， 
同 mctrichllC anglu in CIおじa'b' C010l' system. 13附 chue ang'lc for the cor凶a川 nis 45引〕
V， C: lightnes5 and d山川凶 inMllnscll colol" systcm. 
II (2.5YR): hue il1 1vlunsell colol" system. 13asic huc foγlhe correlation is 2.5YR 15) 
Wood ratio (1): Ha tio 01' area of wood [i符ureand wood colol" to all aγea of tne photo 
Woocl ratio (ll): H.atio o[ area 01' wood and、、lood1淵 sedmnturials Cinclllding whcre paintcd il1 othel" 

00101") to all arca o[ I.he photo司



'1冶ble5 IV1ultiple correlation betwccn p日ychologicalimagcs 
and vision phy日icalquantiti日S.
イメージと視党l陶磁!滋との耳HElI鶏

Partial correlatiωn cocfficient 
IV1 ulliplc 

iコsychological Wood 
llTIage raLlo 

H 
V 
Textile ConcreLc correlation 

(1) 
(2.5yR) ratlO ratlO coefficient 

iりjるいイメージ
0.54 …0.51 0.66 

CAkarui image) 

illJ学な
0.25 

即時0.30 0.48 
(Juukouna) 0.19 -0.35 0.16 

0.26 
…0.52 0.58 

あたたかい 0.54 -0.19 0.70 
CAtatakaD 

0.38 
0.34 …0.52 0.65 

0.65 0.17 -0.50 0.78 

0.23 
…0.39 0.47 

はごんだ、 0.46 -0.34 0.59 
CNagonda) 

0.39 
0.38 …0.38 0.58 

0.59 0.47 -0.33 0.70 

J;ii心:It!JがよL、 0.13 -0‘42 0.45 
CIgokochiga yoi) 0.20 0.18 …0.41 0.48 

感じのよい 0.23 -0.42 0.50 
(K乱njinoyoi) 0.23 0.07 -0.42 0.50 

Hcfcγto Table~ . 

Tabl自 6 IV1utual cOl'rclation betw臼cnvision physical quantitIes. 
視覚物.E1Jlf設相If.の相関

Wood Wood Textile Concrete 
L' C' H，~ V C B rat.lo rntlo ratlo rat!o 

(2.5YH) (1) (11) 

1.00 …0.33 -0.35 1.00 -0.37 -0.34 -0.45 -0.42 0.16 …0.03 
C' --0.33 1.00 0.53 -0.33 0.97 0.53 0.41 0.40 --0.19 -0.18 

II.，'，. -0.35 0.53 1.00 …0.35 0.50 1.00 0.65 。岨57 …0.35 -0.30 
V 1.00 -0.33 -0.35 1.00…0.37 -0.34 -0.45 -0.42 0.16 -0.03 
C …0.37 0.97 0.50 …0.37 1.00 0.49 0.40 。岨39 …0.11 -0.14 
1-1 (2.5Ylミ) -0.34 0.53 1.00 -0.34 0.49 1.00 。刷64 0.56 -0.:35 -0.28 
Wood ratio (1 )…0.46 0.41 0.65 …0.45 0.40 0.64 1.00 0.92 …0.45 …0.1号
W ood ratio (n) -0.42 0.'10 0.57 -0.42 0.39 0.56 0.92 1.00 -0.50 -0.23 
Cloth ratio 0.16…0.19 -0.35 0.16 -0.11 -0.35 -0.45 -0.50 1.00 0.01 
Concrcto ratio 一0.03-0.18 -0.30 ~0.03 -0.14 0.28 -0.19…0.23 0.01 1.00 

293 

あり円、able6). fあたたかいjと木材率との相関lまれlilZJ. 木材が YR系の色A'Elをもっているこ

とと大きく関係していることがわかる問。

Table 5 iC各イメージと色彩，話的率との泣相rYAを示す。「あたたかい」に関与必ずる因子とし

て色相 (2.5 Yl~) ，木材本，布率(ジュウタンを合む)がD:.Iこ，コンクリート率が負に

いる。 色flJ~ニコング J) _トネの 2手<f与を考燃すると Fig.5(こ示すよう

る(ど係数0.70)0Fig.4 Iこ比べると， fi41't.こいJイメージにおいてコンクリート

かに大きいかが総収れるο これに〆市平をjJl1えた色.j{l. コンク 1)ート率，布本3者による童相関係
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Atatakai 
〈あたたかい〉
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Fig.5 Prediction of“Atatakai" or“warm" by multiple regression 
equation (lV1RE) with hu邑 andconcrete ratio. 
色籾およびコンタワートネをmいた設部j司式による rdうたた
かい」の予測
lV1ultipl邑 correlationcoeflicient is 0.70. Solid line indicates 
the lin也 ofx=y. 

2 @れ 2 ぷ1

〈
辺
、
吋

@四・28e，0.柑 ;HI.:l4 030 
o 0 
‘'w @‘。

o. 

〈
辺
、
吋
り
お

@悶

e
 

on y
u
 

R
M
 

4

5

2

f

 

3

2

:

;

 

@

@

@

 

9

i

O

 

4
@
判

@

3

s

r
s
t魁
肘

m

E

V

-

-

g
闘

W

7

2

・-
e
J
a
@
t
a
w
@
a
W
3

喝

4

2
悶

2

2

@

2

・ee守
g

，
p

221
行

。

@

ム

4

@

剛

3

1

4

・

a

w

富

田

a
i
 

3
:
 

@
@
m
l
 

2

2

4

 

@

扇

町

り 1_ ，~ ， .24 
持 1

0別
:.- :~.，!1 .!.山...'・1

〉円 l叫 v I "..461- 2lJ_ 1 

~ V ~~'4 里 044 ~1 0:(1、 60
丙 l' • 
O 10" 切H， I .. j恥@ロ
品 ω1
Z 1033 

." 
" • •• • 
ratio 

ー

勾
問

ucomの
沼

10G 
5PB 80 

}
 

弘山
u

n
u
A
U
 

0

0

 

1
0
 

W
 

島a司@
 .，. 

‘" 0" 011 

@時 CI" @岨

-2 ." ." 2 
@出

" "" ‘." 03 

山 3 3 

Fig.6 Relation between the wood ratio (1) and 
“Nagonda" or“peaceful and relaxed'¥ 

木材主将(I )と「なとんだJの関係
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数はO.78である。木材と時総， rあたたかいJイメ…ジにl子える布の影締も大きいことが認めら
れる。

3. 2 rなどんだj
Fi札 6lC.木材本と「などんだ」の終認を，また Fig.7に色相 (2.5YR) と「などんだJの関
係を示す。「あたたかいJと同級，木材本と正のおJ関が認められる(十iJf9!1係数0.29)が，木材率
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Mutual corr日lationbclwcen psychological imagcs. 
イメージ相互の相関係数

Table 7 

川
明
る
い
イ
メ

i
ジ

器禁部
出市

陪
ち
滋
さ
の
あ
る

j二感

じ

の

よ

い

いや
h

，広
L際

心
地
が
よ
い

なあ

た

た

か

い

11官i学
，~ 

t1n 

み司."
、-

たん

な

あたたかい (Atatakai) 0.96 

ts.ごんだ (Nagonda) 0.85 
関心地がよい (!gokochigayoi) 0.63 
住みたい (Sllmitai) 0.49 
1蕊じのよい (Kanjinoyoi) 0.49 
上品な (Jollhinna) 0.30 
務ち務きのある COchitsukino arll) 0.03 
ill憾な (J山 kouna) .-0.03 
畿然な (Goukana) 0白38
切るいイメージ (Akaruiimagむ 0.65

0.65 
0.52 
0.52 
0.47 
0.45 
0.24 
-0.21 
一札38
0.22 
0.94 

0.38 
0.59 
0.62 
0.69 
0.75 
仏79
0.49 
0.72 
0.89 

0.22 

な

…0.03 
0.31 
0.35 
む.46
0.52 
0.70 
0.78 
0.96 

0.72 
…0.38 

0.03 
0.39 
0.56 
0.61 
0.68 
0.81 
0.92 

0.78 
0.49 
-0.21 

な

。.30
0.58 
0.77 
0.85 
0.92 
0.96 

0.81 
0.70 
0.79 
0.24 

0.49 
0.73 
0.91 
0.94 
0.91 

0.92 
0.68 
0.52 
0.75 
0.45 

L、

0.49 
0.78 
0.94 
0.96 

0.94 
0.85 
0.61 
0.46 
0.69 
0.47 

0.63 
0.85 
0.92 

0.94 
0.91 
0.77 
0.56 
0.35 
0.62 
0.52 

だ

0.85 
0.95 

0.85 
0.78 
0.73 
0.58 
0.39 
0.31 
0.5吉
0.52 

Vnlues alorほ thediagoれalindicatc the correlation bctween psychological imagcs of men and women. 

よりも色相とのi'日開の方が大きい(0.52)。また，木材が多ければ多いほど「なごむJといった単
純な関係lこないことがわかる。「などんだ」と fあたたかいjとのイメージ相:庄のキm閣は0.85であ
る (Table7) 0 従って「などんだJもまた，色相，布本，コンクリート率が関係し. 3穏による
虫相関係数は0.70である。

3. 3 r活路なJ.r切るいイメージ」
木材本と「滋浮なjの関係を Fig.8!こ示す。木材率が大きい程「窓際なJイメージを.tj・える

傾向が認められる(相関係数0.39)。また.I珂皮が低いほど「意思な」イメージどを与える傾向も見

られる(相関係数一0.42)。 色相(2.5YR)ともO.31の相関係数をもつが，木材本と明m:の 2者に

よるm相関係数と，色相と明授によるm相関係数を比較すると (Table5) ，木材本の方が色相よ
りも焔相関係数がい。従って，色相との相関はむしろ木材本に付随したものであり，明度lこ加

えて木材が「笠原.な」イメージに大きく関与している ζとが惟挺される。
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Rclation between the wood ratio (1) 

and “Kanjino yoi" or“agreeabl告"
木材不(1 )とfIぷじのよいJの関係
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Fig.9 Relation betwe邑n the wood ratio (I) 

and “Juukouna" or・“hcavyand thick" 

木材本(1 )と「汲j与なjの関係

-2 

3 

Fig.8 
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「切るいイメージJは，明度と今日開がおく日:日関係数0.50)，また，コンクリート率とは負の相

関(一0.45)にあり，コンクリート打放し閣がn奇いイメージを与・えるどとがわかる。なお， 明皮

とコンクリ…トネの両者を用いた設相関f~数は0.66である。

3. 4 1感じのよいj，1上品なj，1夜祭なj，IJ百心地がよいj，1性みたいJ

木材不と Il~ じのよいJ との関係を Fig.9 rこ示す。お上がりの傾向すなわち木材本の消加が

感じのよさに詩l子していることが伺える(相関部数0.29) また一方，木材取は{ほいが I1惑じの

よいJ22臨も多く存主主ずることをも示している。コンクリート取と「感じのよいJ は負の J、I~r苅

( O. 45)があり木材本とコングリート率を用いた「感じのよいJとの設相関係数は0.50である。

ζれに布I~よそ加えても設相関係数は上がらず，色やWiの好みなどがあるため，布やカーペットの

しでも感じが良くなるとは限らないこと している。口議じのよしリにはこのほか，

fi話誕地物やマント jレピースの有無，制度品が好みのものであるかどうかなども

のことは， 1住みたいJや f陪心地がよいjなどにおいても向織である。

している。 ζ

rm.~ じのよい」と「上品なj は相互に粉闘がi夜明く (Fig. 10) ， 相関係数は0.92である。 しかし

NO.22や No.6のようにさほど f上品jでなくてもかなり「感じのよいJものもある。

出向ino YOI (感じのよい〉

2 
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Fig. 10 Rclation bctwccn“J ouhinna" or“ele-
gant" and “Kanjino yoi" or“agrc記L
blc". 

f上品なjとI!おじのよいJの関係
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Fig. 11 Relation betw巴en“Sumitai"or "want 
to Iivc" and “Kanjino yoi" or“agr巴ea-
blc". 

l{ì.みたいJ と II~ じのよいJ の関係

じのよいJと18:みたL、Jの相関も布く (Fig.ll)，相関係数はO.94であるο しかし No.
29のように「感じのよさJはそれほどでなくても「住みたいjと思う空間もあり，また No.4の

ように感じはよいがさほど伎みたくはないというものもある。特に後者は，アンケートの被験者

が20才的i去の学生であり，純平日j氏の151H廷には今のところ特に住みたくはないことがおれている。

従って，被験者-の年it/ij限を向くすると，布よがりの傾向はこのまま保たれるであろうが，いくつ

かのプロットに見向が見られるものと予処l さ ~l る。

「住みたい」と心地がよいJの相互の約関係数はO.94であり ，Jli心地のよいところに住み
たいのは当然といえよう O また， 1-なとんだJと IJ百心地がよいj の相関係数はO.85であるが，
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「などんだJと行主みたいjはO.78であり， り少し低し、。 ごむJ は「関心iiT.はよ

いJが， rなごむ」から打3'みたいJとは必ずしも限らないこと任表していよう。また，
と「住みたL、jの総関係数は0.69であり， 1-(主みたい」ところが必ずしも「送稿なjところとは誤

らないことを表している。

と火活iのイメージ相互の相聞は高く，イメージの男女設がさほどないことそ去している。

しかし， r家主i控なJに関しでは相関係数が0.89と他よりやや叫し、。例えば， NO.22および No.27
のi討い常的jを男性が女性よりもかなり「夜務」寄りに持filJiしているところに，比較的大きな93女

泣が認められる。

4. 結

以上， 48枚の叙内写況をjねいてアンケート純資を行い，袋内認問lとt5める木材の割合が「など

んだJrあたたかいJr没j亭なJr感むのよいj イメージに影響を与えることが明らかとなった。
「あたたかいJや「などんだJ 土木材本と相関はあるが，木材本そのものよりもむしろその空
間の平均色相が木材色(すなわちYR系の色相)に近いこととの相関の方がiBiい。「あたたかいJ

と「などんだJは色i'f:l，布，コンクザートネの3託i予を矧いると設相関係数が各々O.78および
0.70となった。また， r明るいJイメージは|珂皮とコンクリート本をFllし、るとO.66であった。し
かし「感じのよいJiJ奇心地のよいJr住みたいJ 立なjなどは設係数が0.50にとどまっ
た。これには，鑑賞閣総物，マント Jレピースなどや鵡皮品， ;桧や;fEびんなと、の小物知のi影響およ

の大きさ(解放j支)など多くの間二子が関与しているものとJ((j誌をされる。また，性若やラ

イフスタイルなどの仰人22も関部しているものと考えられる。

いずれにしても，木材の存犯が fなどんだJrあたたかいJr設障なJIこ関与していること，し
かし，木材率以外の調子-の影響も大きく， 主将!こ木材が多ければ fなどんだJr!巡じのよいJイメ
ージになるわけではないことが切らかとなった。 今後，木材・ gl'木材にかかわらず， 平行線や
繰返しノfターンの有無など窓内デザインの数民イヒをどのように行えばよし、かが大きな課題となろ

う16)。

没後に，木研究をi怒めるにあたり，有誌な助言をllMった枚近 俄教授，放びに続々設jJ協力いた

だいた木材工学研究?誌のi}J.攻生諸討に心より訟の;岱を返したい。なお，本研究のーさ11は文部省

科学ii
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Summary 

1'0 make clear the influence of wood on psychological images of interior space， ques掃

討onnairesregarding the ten psychological images were dist1'ibuted using 48 photos of 

various 1'ooms. Results of the questionnai1'es are as fol1ows : 

1'he wood 1'atio has 1'elation to the psychological images of “peaceful and 1'elaxed"， 

“warm"，“heavy and thick" and “agreeable". Images of“wa1'm" and “peaceful and 
relaxed" have highe1' co1'relation with angle distance on hue ci1'cle f1'om 2.5 YR (1'he 

co1'1'elation coefficients are O. 60 and 0.54， 1'espectively.) 1'athe1' than the wood 1'atio (0. 32 

and O. 29). And the multiple correlation coefIicients (MCC) fo1' these images a1'e 0.78 

and O. 70， 1'espectively， in case that the textile 1'atio and the conc1'ete 1'atio (negative) a1'告

added to hue as the巴xplanationvariables. “Light image" has co1'1'elation with the 

average lightness and the conc1'ete 1'atio (negative) (MCC=0.66). Image of “heavy and 
thick" has n巴gativecorrelation with the lightness and positive one with the wood 1'atio 

(MCC口 0.48). 1'he concrete ratio also gives negative images of“ag1'eeable" and “comfoト

table". 




